
抽選で5名様に
食の國ふくい
カタログギフト「光」
（1万円相当）プレゼント！

デジタルブック特別プレゼントキャンペーン！

← こちらから 
ご応募ください

応募期限：2月24日(土)
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福井県広報誌

令和6年1月28日発行
発行： 福井県広報広聴課
 福井市大手3丁目１７-1
 TEL 0776-20-0220

特集 発掘、発信 「福井の歴史」

ちび栗太鼓のみなさんちび栗太鼓のみなさん

特別企画！ 1月から放送開始の大河ドラマ「光る君へ」は福井県ゆかりの
「紫式部」が主人公です。主演の俳優 吉高由里子さんから県民のみなさん
へメッセージをいただきました！

「福井県」「福井県あわら市」
「石川県」「富山県」に対する
ふるさと納税での災害支援の
寄付を受け付けています。

令和6年能登半島地震
ふるさと納税で被災地を支援

詳細はこちら
はぴりゅうと一緒にNEWSふく
いの表紙を飾るグループを募
集します。保育園や学校のクラ
スなどの団体でご応募くださ
い。友人グループでの参加も
OKです♪

元気な笑顔を募集中！
応募はこちらから



　
雄
大
な
自
然
、そ
こ
で
育
ま
れ
る
美
味
し

い
食
、伝
統
工
芸
な
ど
、福
井
に
は
全
国
に

誇
る
様
々
な
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
、積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
も
そ
の
魅
力

の
一つ
で
す
。歴
史
上
の
偉
人
や
遺
跡
な
ど

は
新
幹
線
が
開
業
す
る
中
で
、多
く
の
人
を

惹
き
つ
け
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。県
で
は

福
井
の
歴
史
の
魅
力
を
発
掘
し
、発
信
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

福
井
の
歴
史
を
Ｐ
Ｒ

　

県
で
は
福
井
の
歴
史
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、平

成
27
年
度
に
関
係
機
関
と
協
力
し
て「
福

井
県
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会
」を

設
立
し
、福
井
県
の
歴
史
上
の
人
物
や
福
井

県
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
の
制
作
の
要
望
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
河
ド
ラ
マ
で
福
井
ゆ
か
り
の
先

人
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
に
は
、イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
を
通
じ
た
魅
力
発
信
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
大
河
ド
ラ

マ
で
結
城
秀
康
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、時
代
考
証
を
務
め
た
歴
史
学
者
の
平

山
優
さ
ん
の
講
演
を
開
催
。11
月
に
は
結
城

秀
康
を
演
じ
た
俳
優
の
岐
洲
匠
さ
ん
や
平

山
さ
ん
な
ど
が
出
演
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
福
井
県
ゆ

か
り
の
紫
式
部
が
主
役
。ま
た
、同
じ
時
代

に
活
躍
し
た
陰
陽
師
の
安
倍
晴
明
も
登
場

す
る
た
め
、越
前
市
の
紫
式
部
公
園
や
敦
賀

市
の
晴
明
神
社
な
ど
、ゆ
か
り
の
地
を
紹
介

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。観
光
案
内
所

や
道
の
駅
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
に
は
、越
前
市
な
ど
と
協
力
し

た「
光
る
君
へ
越
前
大
河
ド
ラ
マ
館
」を
開

設
す
る
ほ
か
、N
H
K
と
連
携
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

福
井
の
歴
史
の
魅
力
を
発
掘

　

県
で
は
歴
史
的
背
景
に
基
づ
い
た
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
創
出
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
向

上
や
歴
史
を
生
か
し
た
交
流
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、昨
年
８
月
に
、福

井
県
ゆ
か
り
の
偉
人
や
郷
土
史
に
知
見
が

深
い
後
藤
ひ
ろ
み
さ
ん
を
新
た
に
福
井
県
歴

史
活
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
委
嘱
し
ま
し

た
。福
井
の
歴
史
の
観
光
資
源
へ
の
活
用・発

信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、歴
史
家

の
加
来
耕
三
さ
ん
を
講
師
に
、歴
史
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
造
成
に
関
す
る
講
演
会
を
、昨

年
11
月
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。11
月

に
は
子
ど
も
向
け
の
歴
史
ク
イ
ズ
大
会
も

同
時
開
催
し
、た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

専
門
家
に
よ
る
歴
史
の
豆
知
識
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
は
、戦
国
大
名
の
朝
倉

氏
が
築
い
た
城
下
町
全
体
の
跡
が
き
れ
い
に

残
り
、広
大
な
範
囲
が
国
の
特
別
史
跡
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
の
中
世
都
市

遺
跡
で
す
。令
和
４
年
10
月
に
は
城
下
町
の

全
体
像
や
歴
史
的
価
値
を
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
」が
開

館
。昨
年
11
月
に
は
来
館
者
20
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。今
後
は
、四
季
折
々
の
風
景
を
楽

し
め
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、遺
跡
の

案
内
サ
イ
ン
を
統
一さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
遺
跡
全
体
を
日
本
最
大
の
戦
国

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
し
、よ
り
多
く
の

人
を
惹
き
つ
け
る
観
光
地
へ
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
に
は
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
で
、

「
ふ
た
た
び
、文
化
が
集
い
、人
が
集
う
谷
へ
。」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た「
一
乗
谷
文
化
祭
」を
開

催
す
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ
当
時
の
に
ぎ
わ
い
に

思
い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
源
氏
物
語
」の
作
者
・
紫
式
部
が

生
涯
で
た
だ
一
度
だ
け
都
を
離
れ
、

越
前
で
過
ご
し
た
日
々
を
想
う
。

紫
式
部
・
安
倍
晴
明 

ゆ
か
り
の
地

ふ
くい
平
安

 

め
ぐ
り
　

紫式部 ゆかりの
スポット情報

紫式部が和歌に詠んだ越前

紫式部の本名は？
　平安時代の女性は本名がわかっていないことが多く、名字や役職名、家
族との続柄などを使った名称のみが記録に残っています。
　「紫式部」も本名ではなく、その由来は、父の官職である「式部丞（しきぶ
のじょう）」、および源氏物語の登場人物「紫の上」にちなんだものであると
いわれています。
　本名は藤原香子であるという説がありますが、正確なことはわかってい
ません。

なぜ越前に？
　貴族女性が家の外に出るのが珍しい時代に、式部は父に同行し越前国に
やってきました。その理由の一つに、藤原宣孝からの求婚があったといわれ
ています。父親ほどの年の差があった宣孝からの熱心な求婚に、一度距離
を置いて冷静に考えたいという気持ちがあったのではないでしょうか。
　最終的に式部は宣孝と結婚。しかし結婚後3年で宣孝と死別しており、そ
の悲しみを紛らわすために源氏物語を執筆したといわれています。

少女時代から晩年までの和歌の自撰集「紫式部集」には、越前国下向にまつわる和歌が詠まれています。

「
お
ま
え
た
ち
、こ
れ
で
よ
く
わ
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

  

世
の
中
と
い
う
の
は
こ
の
道
の
よ
う
に
厳
し
い
も
の
な
の
で
す
よ
」（
訳
文
）

　越
前
国
に
下
向
す
る
際
、現
在
の
長
浜
市
と
敦
賀
市
の
県
境
に
あ
る
深

坂
峠（
塩
津
山
）を
越
え
て
行
き
ま
し
た
。そ
の
道
の
り
は
大
変
険
し
く
、輿

を
担
ぐ
男
た
ち
の「
や
は
り
こ
の
道
は
い
つ
通
っ
て
も
難
儀
だ
な
」と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
詠
ん
だ
歌
で
す
。

知
り
ぬ
ら
む
往
来
に
な
ら
す
塩
津
山

　
　世
に
経
る
道
は
か
ら
き
も
の
ぞ
と

「
こ
の
地
で
こ
の
よ
う
に
日
野
山
の
杉
木
立
を
埋
め
る
よ
う
に
降
っ
て
い
る
雪
。

  

都
の
小
塩
山
の
松
に
も
今
日
は
雪
が
降
り
乱
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」（
訳
文
）

　式
部
が
越
前
に
来
て
初
め
て
迎
え
た
冬
に
詠
ん
だ
歌
は
、日
野
山
に
積
も

る
雪
を
見
て
京
都
の
小
塩
山
を
思
い
出
し
郷
愁
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。そ

の
心
境
に
も
変
化
が
あ
り
、京
に
帰
る
二
度
目
の
冬
に
は
左
の
歌（
名
に
高

き
〜
）を
詠
み
ま
し
た
。

こ
こ
に
か
く
日
野
の
杉
む
ら
埋
む
雪

　
　
　小
塩
の
松
に
今
日
や
ま
が
へ
る

「
私
は
評
判
の
高
い
越
の
国
の
白
山
の
雪
を
見
慣
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、

  

伊
吹
山
が
ど
ん
な
に
白
く
て
も
大
し
た
も
の
と
は
思
わ
な
い
の
」（
訳
文
）

　京
へ
の
帰
り
道
、琵
琶
湖
の
船
か
ら
白
い
雪
を
頂
い
た
伊
吹
山（
滋
賀
県
、

岐
阜
県
に
ま
た
が
る
山
）を
見
て
詠
ん
だ
歌
で
す
。雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

越
前
国
府
で
の
暮
ら
し
の
中
で
、白
く
荘
厳
な
白
山
は
式
部
の
心
に
強
い
印

象
を
残
し
ま
し
た
。源
氏
物
語
に
も「
越
の
し
ら
や
ま
」と
し
て
登
場
し
ま
す
。

名
に
高
き
越
の
白
山
ゆ
き
な
れ
て

　
　
　伊
吹
の
嶽
を
な
に
と
こ
そ
見
ね

深坂峠日野山白山連峰と九頭竜川

（令和5年 10月発行）

ゆ
き
き

を
し
お

け

　ふ

う
ず

こ
し

し
ら
や
ま

た
け

ふ

こ
し

 973年  紫式部 誕生
 
 996年  国司に任命された父・藤原為時とともに
   越前国へ下向

 997年  冬、京へ帰る
 
 998年  藤原宣孝と結婚
 
 1001年  夫・宣孝死去。　「源氏物語」を書き始める
 
 1006年  一条天皇の中宮・彰子(藤原道長の娘)の
   もとへ出仕する
 
 1008年  「源氏物語」を書き上げる

 1020年  紫式部 死去

紫式部の一生

※紫式部の一生（生没年等）には諸説あり

紫式部 福井

[発行] 福井県交流文化部文化・スポーツ局文化課
福井県福井市大手3丁目17-1  ☎ 0776-20-0572  FAX 0776-20-0661

ためとき

のぶたか

しょうし

県内の博物館、美術館、資料館などを紹介するポータ
ルサイトです。施設の紹介やイベント情報を掲載して
います。ほかにも歴史クイズのコーナーや福井の先人
たちを紹介するコーナーなどもあります。福井の歴史に
興味がある方、ぜひご覧ください。 

福井は歴史の魅力の宝庫。戦国時代や幕末など様々な
時代に活躍した福井の偉人が多くいます。また、一乗谷
朝倉氏遺跡をはじめとする遺跡などのスポットもたくさん
あります。これらを発掘し、磨き、発信して、多くの人にその
魅力を伝え、惹きつける取り組みを進めます！ 知事 杉本 達治

福井ゆかりの偉人や遺跡など、
歴史の魅力で
誘客促進を図ります！

知事メッセージ みなさんご一緒に

発掘、発信 「福井の歴史」特集

令和5年11月開催　こども歴史クイズ大会令和5年11月開催　こども歴史クイズ大会

一乗谷朝倉氏遺跡一乗谷朝倉氏遺跡 令和5年11月開催　大河ドラマ「どうする家康」スペシャルトークin福井令和5年11月開催　大河ドラマ「どうする家康」スペシャルトークin福井

【お問い合わせ】

魅力創造課 TEL／0776-20-0762
文化課　　 TEL／0776-20-0572

「紫式部」を演じる、俳優 吉高由里子さんからのメッセージ
紫式部が主役の大河ドラマ「光る君へ」がついにスタートしました。福井県や越前
市では盛り上がりを見せており、今後も各種企画や「光る君へ 越前大河ドラマ
館」の開設などを予定しています。

令和5年12月15日発行越前市広報紙でも
吉高由里子さんへのインタビューを掲載しています。

越前市広報紙はこちらからご覧ください

NHK番組公式
ホームページはこちら

大河ドラマ「光る君へ」
ＮＨＫ総合毎週日曜20時ほか
作 大石静
音楽 冬野ユミ
主演 吉高由里子（紫式部/まひろ役）

リーフレットはこちら

画像提供　NHK

　福井県には友だちと旅行したことがあって、越前がにや甘エビと
か、海の幸が美味しいですよね。昨年も福井に住む友人にとても
大きい越前がにを送ってもらいました。
　大河ドラマをきっかけに福井県が盛り上がるとすごく嬉しいしワ
クワクします。
　撮影が終わった後でも、またプライベートでもぜひ行ってみたい
です。紫式部と同じルートで福井を旅すると彼女の気持ちを感じら
れるかもしれませんね。

こちらからご覧ください

福井の博物館の情報が満載！
「FUKUI MUSEUMS」



申  事前申込みが必要な催し 　￥  有料の催し 　所  場所・会場 　対  対象者 　定  定員 　料  料金 　受  受付期間・方法 　他  その他 　問  問合せ・申込先 　休  休館日

デジタルブック上で をタップすると 
簡単に関連するホームページにリンクします。
デジタルブックの詳細はこちらから →

※掲載している内容は変更や中止になる可能性があります。また、定員
がある催しは、すでに募集を終了している可能性があります。詳しくは
各施設にお問合せください。

ふ く い
インフォ

Fukui info

ふくいの暮らしをより豊かに

ふくいインフォFukui info
ふくいの暮

らしを

より豊かに

ふくい健康の森  県民健康センター  

栄養教室伝承料理編「みそ作り」  
申 ￥

2月7日（水）13時30分～15時
蒸してつぶした大豆に米麹と塩を加え、み
そを仕込む実習をします。出来上がり重量
は約３kgです。みそを入れる容器を持参し
てください（漬物桶なら５型以上）。
定先着12名　料 3400円/名
受 2月1日（木）まで

所福井市真栗町47-48
問☎0776-98-8000　 FAX98-3502
開 8時30分～17時
休 1月29日、2月3～5、11、12、17、18、23、
24、26日

ピアサポートサロン   
妊活交流会 申
2月4日（日）10時30分～12時
妊活の悩みやストレスについて、妊活中の人
同士で気兼ねなく話してみませんか？
所ふくいウイメンズ・オアシス（福井市下六条町）
定先着4名
受電話またはメールで受付

こころの健康お話し会 申
2月10日（土）10時～12時
ひとりで抱え込まず、不安や気がかり、もや
もやなど、一緒に話してみませんか。
所ふくいウイメンズ・オアシス（福井市下六条町）
定先着4名
受電話またはメールで受付

問ふくいウイメンズ・オアシス
　☎0776-89-1008

エンゼルランドふくい  

みんなであそぼう! 
「親子で楽しく絵本づくり」 申 ￥

2月23日(金祝)　①10時～（60分） 
②11時20分～（60分）  ③14時（90分）
手のひらサイズで3～5ページの自分だけの
絵本をつくります。親子で一緒につくり、思
い出を残しましょう。
講師：ひらたゆうこ氏（絵本作家）
対①②5歳～小学生のお子様とその保護者 
③小学生以上のお子様とその保護者
定各回先着10グループ（1グループ4名まで。
体験はお子様2名まで）
料 300円/名　受 2月4日（日）9時～2月22日

（木）15時まで※WEB先着受付
所坂井市春江町東太郎丸3-1
問☎0776-51-8000　FAX 51-6666
開 9時30分～17時
休 1月29日、2月5、13、19、26日

教育博物館  

特別展「すごろくの世界～あそびは
まなび～」
3月24日（日）まで
子どもに対する学
習効果をねらった
ものや、旅行、人気
キャラクター のも
のなど様々なジャ
ンル のすごろくを
展示します。現代に
至るまでのすごろ
くの歴史や、すごろくから読み取れる当時
の世相や考え方を紹介します。期間中は関
連イベントも開催します。
所坂井市春江町江留上緑8-1
問☎0776-58-2250　FAX58-2251
開 9時～17時（入館は16時30分まで）
休 1月29日、2月5、13、19、26日

陶芸館・越前古窯博物館  

手のひらサイズのかわいい豆びな
作り 申 ￥
2月3日（土）、4日（日） 
10時～、13時～、15時～
手のひらにちょ
こんとのるサイ
ズのかわいい越
前焼の豆びなを
アクリル絵の具
などで絵付けし
ます。
定各回先着20名（事前予約優先）
料 1500円/名（お抹茶・ミニひなあられ付き）

所越前町小曽原120-61
問☎0778-32-2174　FAX32-2279
開 9時～17時（入館は16時30分まで）
休 1月29日、2月5、13、19、26日

文書館  

松平文庫テーマ展「松平文庫にの
こる紫式部の足跡」
2月21日（水）まで
紫式部は20代のころ、父・藤原為時の越前
国司赴任に同行し越前国に滞在しました。
越前下向は、紫式部が洛外に出て、京とは
異なる風物に触れた数少ない経験であり、
いくつかの和歌を遺しています。この経験
は後に著した「源氏物語」にも影響を与え
たのかもしれません。展示では、紫式部の
越前下向の足跡を残された資料からたどり
ます。また、「源氏物語」は後世の文学に影
響を与えており、それら文学作品を展示し
ます。
所福井市下馬町51-11
問☎0776-33-8890　FAX 33-8891
開 9時～17時
休 1月29日、2月5、13、19、22、26日

自然保護センター  

冬の野鳥レストラン
2月29日（木）まで
窓際にエサ台を置き、集まってくる野鳥を
室内から近くで観察します。運が良ければ、
リスやテンなどの小動物にも出会えるかも
しれません
よ 。期 間 中
に は 、県 内
の野鳥を撮
影した写真
展も開 催し
ますのでお
楽しみに！

所大野市南六呂師169-11-2
問☎0779-67-1655　FAX67-1656
開 9時～17時（入館は16時30分まで）
休 1月29日、2月5、13、19、26日

問若狭図書学習センター
　☎0770-52-2705　FAX52-2715

ふるさと未来講座「芸術・文化」  
若狭「現代短歌がおもしろい 
～味わい作り楽しもう～」 申
2月4日（日）14時～15時30分
現代短歌を読み味わいながら、短歌の作り方
の基礎やポイントなどを学ぶ短歌講座です。
所若狭図書学習センター（小浜市南川町）
定先着30名　受 2月2日（金）まで

ふるさと未来講座「自然科学」 
若狭「福井の水産業を変える 
～かつみ水産ベースの挑戦～」 申
2月12日（月・振休）14時～15時30分
産学官の施設が集まる「かつみ水産ベース」
における取り組みについて紹介します。
所若狭図書学習センター（小浜市南川町）
定先着30名　受 2月10日（土）まで

所福井市三ツ屋町8-1-1
問☎0776-26-9400　FAX26-9401
開 8時30分～21時（日祝は17時まで）
休 1月29日、2月5、13、19、26日

県立武道館  

令和５年度第２回武道学園 
体験入学 申 ￥
2月14日（水）～2月17日（土） 
※各教室によって時間の指定あり
柔道、剣道、空手道、弓道、なぎなた、銃剣
道、相撲の体験教室を行います。
対小学生以上（各教室によって異なります）
定 1日当たり10名程度
料施設使用料140円（学生60円）
受 2月2日（金）まで

問福井ライフ・アカデミー本部
☎0776-41-4206　FAX41-4201

ふるさと未来講座「自然科学」       
「私たちが気候危機をくい止める最後の
世代！～私から始める脱炭素革命～」 申
2月23日（金祝）14時～15時30分
講師：ＮＨＫエンタープライズ　エグゼクティ
ブ・プロデューサー　堅達京子氏
所ユー・アイふくい（福井市下六条町）
定先着60名　他 YouTubeで同時配信します。

（先着50名）　受 2月22日（木）まで

ふるさと未来講座「経済・産業」「北陸新幹線
開業！～成功のカギは県民一人ひとり～」 申
2月28日（水）14時～15時30分
講師：一般社団法人福井県まちづくりセン
ター　代表理事　竹本祐司氏
所ユー・アイふくい（福井市下六条町）
定先着60名　他 3月7日（木）～20日（水祝）ま
でオンデマンド配信します。（先着50名）
受 2月27日（火）まで

壊れたおもちゃを修理します 
2月18日（日） 
①13時～16時（受付15時まで）
所こども家族館（おおい町成海）
定先着20名

②10時～16時（受付13時まで）
所総合グリーンセンター（坂井市丸岡町楽間）
定なし

「おもちゃドクター」が壊れたおもちゃを修
理します。修理費は無料ですが、部品代が必
要 な 場 合 が
あります。

問循環社会推進課
☎0776-20-0317　FAX 20-0679

問福井県在宅医療サポートセンター
（福井県医師会内）
☎0776-24-0387　FAX21-6641

在宅医療に関する    
県民公開講座 申  
2月18日（日）13時30分～15時30分
最期まで自分らしく生きるために家族や
ご友人に想いを伝えることができる「つぐみ

（福井県版エンディングノート）」の活用例
を紹介します。
所フェニックスプラザ2階小ホール 

（福井市田原）
定先着250名（事前申込
優先、空席がある場合当
日受付実施）
受 2月9日（金）まで
他つぐみ（福井県版エン
ディングノート）を配布
します。

問里山里海湖研究所
　☎0770-45-3580　FAX45-3680

里山里海湖フォーラム2024  
2月17日（土）13時～17時

「ふくい里山里海湖活動表彰」表彰式や県
内小学生による里山里海湖に関する発表、
県内の里山里海湖で自然体験活動を提供
する団体の紹介などを行います。14時ごろ
から無料の工作体験も開催します。
所ショッピングシティベル（福井市花堂南）
他工作体験は30分ごとに先着8組(最終受付
16時30分)※予約不可

省エネあったか住宅体験フェア 
2月10日（土）10時～15時
高 断 熱と無 断
熱の実証モデ
ル部屋に入室
して、暖かさの
違いを体 感で
きます。また、
健康で快適な
省エネ住 宅の
メリットについ
て、講演を行います。
講師：福井大学准教授　桃井良尚氏
所ハピテラス（福井市中央）
他入場無料。先着100名に来場記念品（LED
ライト）を贈呈します。

問建築住宅課
　☎0776-20-0505　FAX20-0693

福井ふるさと教育フェスタ  
2月3日（土）13時～16時15分
県 内 の 小 中 学 生
が、学校で取り組
んでいるふるさと
学習や伝統芸能活
動の成果発表をし
ます。また、「ふる
さと福井の魅力プ
レゼンテーション
大会」に入賞した
児童生徒も発表し
ます。ロビーでは、
小中学生が作成したポスターやデジタル作
品等、様々な成果物を展示します。
所 AOSSA8階県民ホール（福井市手寄）
他入場は自由で料金は無料です。

問義務教育課
　☎0776-20-0575　FAX20-0671

県立図書館  
北陸4県の海 
～北陸4県・県立図書館所蔵資料交流展示会～
2月8日（木）まで
新潟、富山、石川、福井の「海」に関する本の特集と、パネル展示を行
います。

ビジネス支援コーナー 
「就活に図書館を使ってみよう！」

3月27日（水）まで
会社説明会や企業へのエントリーが
始まる時期にあわせ、エントリーシー
トや履歴書の書き方、面接の対策、
企業研究など、就職活動に役立つ本
を特集します。

所福井市下馬町51-11　問☎0776-33-8860　FAX33-8861
開 9時～19時（土日祝は18時まで）　
休 1月29日、2月5、13、19、22、26日
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